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1 Clandinin, D. Jean, and F. Michael Connelly. Narrative inqui-
ry: experience and story in qualitative research. San Fran-





3 クランディニンらは、2012年の論文“In the midst of becom-
ing teachers: Storying second- and third-year teacher iden-
tities”において、 8 人の研究者の共同研究として、カナダのア
ルバータ州における入職 2 年目から 3 年目の教師40人への半
構造化インタビューを行っている（Lee Schaefer, Julie S. 
Long, D. Jean Clandinin, Sheri Wnuk, Eliza Pinnegar, Sue 
McKenzie-Robblee, and Pamela Steeves, C. Aiden Downey, 
“In the midst of becoming teachers: Storying second- and 
third-year teacher identities”, Presented at American Edu-
cational Research Association 2012, Vancouver.）。経験に乏
しい初任期の教員という概念に捕らわれずに、個性的な存在
である個人が教師としての仕事を始めた時期の経験を語りつ
つ、自身のアイデンティティについても省察しやすい半構造
化インタビューがデザインされている。90分から120分にわた
るインタビューを方向づけるためにこの研究で用いられた16
項目にわたる質問に私たちは着目し、これを、三人の研究者
が行う異なるインタビューを共同で解釈し研究することを可
能にする仕掛けとして、かつ「支えとするストーリー」とク
ランディニンらが呼ぶ、教師のアイデンティティの語りを、
学校の内／外、過去／現在の関連の中で構築することを促す
設定として用いることとした。（伊藤安浩・桂直美・高井良健
一「初任期における若手教師の経験と成長のモノグラフ（ 1 ）
─第一回インタビュー調査の分析を通して─」『大分大学教育
学部研究紀要』第38巻第 2 号、2017年、pp.63-78）
4 このことは、インタビュアーにとっても協同の語りの必要性
として意識されており、それが二度目の語りにおける促しに
つながっている。
期に教職をスタートした。初回の個別インタ
ビューでは、ともに暖かい良い職場であるという
認識が表現されていたが、職場の同僚性や教師を
支える環境という点では違いがあり、それは協同
の語りの中において、より明らかに認識されるこ
ととなった。
　それぞれの教師は、個性的な経験に基づいて目
指す教師像や学級像をもっており、それがどのよ
うに形成され今日の実践を支えているかが、子ど
も時代から今日までの経験を自伝的に語る中で表
れてきた。また、そうした教師のアイデンティ
ティの語りが、決して標準的なものさしで測るこ
とのできないそれぞれの教師の力として、個々の
実践の基盤を成していることがうかがえる。教師
の成長というものが、いかに息長く個性的な道筋
をたどって成されるものであるかを、ナラティ
ブ・インクワイアリーは描き出すのである。
　また、ナラティブ・インクワイアリーは、こう
した教師の成長のありようを克明に描く方法であ
るだけではなく、それ自体に実践的な意義がある
ことが明らかになった。とりわけ、語り直しに
よって、個々の教師が以前には言語化されなかっ
た内容を新たな言葉でとらえ直しできることが示
された。語り直しが促した省察は、一度目の語り
よりも広い視野で問題をとらえ、同一の出来事を
異なる仕方で捉え直すことができただけではな
く、子どもや保護者の立ち位置に寄り添い複数の
視点で問題を描き直したり、自己の教育実践を異
なる視点から省察しなおしたりするものとなって
いた。また、新たな自己理解に至ることもできて
いた。
　Ｒの語り直しは、入職一年目で経験した非常に
難しい対応を求められたケースについて、理解を
深め、同時に、教職をずっと続けると言い切れな
かったほどの初年度の経験の苦しさについて、サ
ポート環境にも問題があったり、思わぬ助けが
あったりというように複眼的に見直すことを促し
た。協同のナラティブの場がこうした捉え直しを
引き出すということ自体が、教師の仕事を支える
力となると言えよう。またＳの語りは、調和した
語りからひび割れのある語りへと変容していた。
人々が困難な経験を語るためには、例えば半年と
いうような、時間の経過が必要だと言われるが、
